
















































































改革を続けているが、現在の文学部 1 年次中国語の礎は、1960 年代からカリ
キュラム改変を積み重ねてきた成果である 1）。
2000 年度以降、こうした理念に基づいて積極的に改革を重ね、中国語教育
は必修科目のうち基礎外国語に割り当てられた 8 単位が中核となり、1 年次週
4 コマを必修とし、不可分に連続した授業内容とした教育が行われている。
早稲田大学文学部における中国語カリキュラムは、特に長谷川良一氏の研究
成果 2） と、その基礎の上に楊達教授が築いた様々な改革 3） が元になっている。




2012 年度のカリキュラムは、一年中国語に配当された 4 コマの授業を教員
3~4 人が担当し、リレー方式で教学を行っている。前後期併せて 26 課、各課
4 つの Step に分けた教学が行われる。教科書は独自教材である 『ベーシック
チャイニーズ』 （早稲田大学中国語総合教育研究所発行） 2 冊で、『～ 1』、『～ 2』
は各 200 頁あまり、単語数 850 語 3）、扱われる文法 Topic は毎課 2 つの事項に
より解説され、おおよそ一般的な教科書に記載される文法事項を比較すると、
初級～中級を扱う。
Step1 と Step3 は単語テストなどの基礎的な科目を教え、Step2 はリスニン
グ、ディクテーション等の音声教材、Step4 はテキストの発音や日本語訳の確
認などの総合的な学習内容であり、Step1 と Step3 には授業中、独自開発した
「Dig 中国語学習システム」 （発音教育と本編で五十八課のドリルを持つオンライン学
習システム） を 『ベーシックチャイニーズ』 の 「After Dig」 と連動する形で進
め、記憶に中国語知識の情報を更に定着させる。基本的に 1 つの Step を一コ
マで終え、概ね一週に一課を終了する。
各 Step は以下のように進められる。



























 進め方は Step1 と同じだが、単語、文法事項は Step1 とは異なる。Dig、









一方、文学部 1 年中国語再履クラスは 1 年中国語の各編成ごとに 「再履イ」
～ 「再履ニ」 の 4 クラスが付設される。
再履は基本的に 1 年中国語 4 単位のいずれかの単位が認定されなかった学


























































履修 問題あり チェック 注記
第 13 課





step2 5 2 　 　 　
step3 8 5 結果補語 应该 （能願
動詞）
　 　 　
step4 5 2 　 　 　 　
早稲田大学一年再履クラスの教学カリキュラムについて （伴）　〔37〕
第 14 課
step1 8 3 刚 / 对～ 可能補語 跟と和 ～得了と～
不了
　
step2 7 3 　 　 　 　





step4 6 2 　 　 　
第 15 課
step1 7 3 让 （使役） 又 别 　 　
step2 6 2 　 　 　 　 　
step3 7 2 一～就… 一 V 也不 V 　 　 　
step4 6 2 　 　 　 　 　
第 16 課
step1 8 4 （正） 在～
（呢）
～，好不好 叫 （使役） 　 　
step2 6 3 　 　 　





step4 5 2 　 　 　
第 17 課
step1 6 4 把 （処置文） 在、到 （結
果補語）
帮 　 　
step2 7 2 　 　 　
step3 7 3 请 ( 兼語文 ) 　 　 　 　
step4 7 2 　 　 　 　 　
第 18 課











step3 6 3 存現文 又～又… 　 　 　
step4 6 3 　 　 　 　
第 19 課
step1 5 3 有 + 形容詞 和 跟～一样 　 　
step2 5 2 　 　
step3 5 3 当～的时候 当～时 白～ 　 　
step4 5 2 　 　 　 　
第 20 課
step1 7 3 不是～而是
…
并 + 否定 如果～就… 　 　
step2 6 3 　 　 　







step4 5 3 　 　
第 21 課
step1 6 3 倒 要是 得 （dei） （能
願動詞）
　 　
step2 5 4 　 　 　 　
step3 6 4 先～再… 　 　 　 　
step4 6 3 　 　 　 　
第 22 課





step2 6 3 　 　 　
step3 7 3 越来越～ 为了～ 因为～所以
…
　 　
step4 6 3 　 　 　 　
第 23 課
step1 7 3 挺 被、让、叫
（受け身）
　 　 　
step2 6 3 　
step3 7 4 有 （不特定
な主語を導
く）
　 　 　 　
step4 6 3
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第 24 課





　 　 　 　
step3 7 5 即使～也… 　 　 　 　
step4 6 3 　 　 　 　
第 25 課
step1 6 4 差不多 ～吧？ 　 　 　
step2 5 3 　 　 　 　 　
step3 5 3 一个一个 　 　 　 　
step4 4 2 　 　 　 　 　
第 26 課
step1 5 4 意味上の受
身文
　 　 　 　
step2 5 3 　 　 　 　
step3 6 5 直到～才… 　 　 　 　
step4 4 3 　 　 　 　 　
講義第一回にガイダンスを行う傍らチェックシートを配布し、学生に教科書を






上、2012 年度秋季に 1 年中国語を受講した学生のものを取り上げた。
提出された資料は、該当する所にチェックを入れてもらい、それを加算方式
で集計した。「履修」 列、「問題あり」 列に挙げた数値は、特長を把握しやすく





の有無により 3 つの段階に分かれる。第 1 部分は第 13 課から第 17 課で、「履
修」 したと申告した学生は 5 割～ 8 割、「問題あり」 と申告した学生は概ね 2
割～ 4 割 （第 13 課 Step3 のみ 5 割） に収まる。第 2 部分はそれぞれ履修率 5 ～ 7
割に低下、問題発生率 2 ～ 3 割に低下、第 3 部分は概ね履修率 4 割～ 7 割に
早稲田大学一年再履クラスの教学カリキュラムについて （伴）　〔39〕







































学生が見られた。特に 『ベーシックチャイニーズ』 や Dig の不満点を挙げる学
生は概ね虫食い型であり、例えば 『チャイニーズベーシック』 について 「語句
の索引が無いこと、課の題名が、どのような文法事項を扱っているか良く分か


























































革の最大の特徴である。2012 年度の統一テストは、履修生 （2012 年度は 12 ク
ラス 506 名） 全体を、クラスごとに 3 つのブロックに分けて行った。各ブロッ
クに、難易度を均等化した、異なる内容を持つテスト 3 セットを使用した。
テスト時間は 60~70 分 （うち最初の 10 分はテストの説明に充てられる）。すべ
てコンピュータを使ったオンラインテストで、クリックによる 4 択を選択する
形で進む。大問はリスニング、筆記 1 （単語、文法）、筆記 2 （長文による総合問
題） の 3 類に分かれる。受験者はリスニング問題を終え、その解答が送信され
ると次の筆記 1 に進むといった、各大問間で不可逆の進行形態をとる。問題数




















2012 年度の統一テストは全履修者を三つに分け、それぞれ Set1~Set3 の問
題群が出題された、互いの問題は難易度を均等化しているものの異なる問題を
含むため、セットごとに結果を分けて示した。この中に昨年度筆者の授業を受
講した学生のうち了解を得た 11 名 （Set3 のみ 10 名） の学生について同様に結











Set1 全体（再履） 144（4） 71（54） 79（61） 43（33） 64（49）
両者の差 － -17 -18 -10 -15
Set2 全体（再履） 139（2） 74（52） 85（79） 50（33） 69（54）
両者の差 － -12 -6 -17 -15
Set3 全体（再履） 140（5（4）） 72（62） 83（79） 54（60） 69（67）
両者の差 － -10 -4 +6 -2
3Set 総合全体（再履） 523（11（10）） 72（56） 82（73） 49（42） 67（57）
両者の差 -16 -9 -7 -10
* 統一テストは各設問に得点が割り当てられているが、本統計は各設問の正解率を算出したもので、
実際の取得点数ではない。百分率は小数点以下切り捨て。）













についてはまちまちの結果を示した。筆記 1 の、Set1 の落ち込みがひどく、





































































































・リスニング （25 問。全体正答率 72％、再履クラス正答率 56％、差異 16%）
問 11 （全体正答率 79％、再履クラス 22％。差は 57％）、問 18 （全体 87％、再履
47％、差 41％）、問 22 （全体 45％、再履 7％、差 38％）　
・筆記 1 （79 問。全体正答率 82％、再履クラス正答率 73％、差異 9%）
問 42 （全体 86％、再履 55％、差 31％）、問 58 （全体 75％、再履 35％、差
40％）、問 62 （全体 49％、再履 42％、差 7％）
・筆記 2 （6 問。全体正答率 49％、再履クラス正答率 42％、差異 7%）




























































































1） 2005 年度　自己点検 ･ 評価報告書 （早稲田大学教務部） 「第一文学部カリキュラ
ムの概要」 Ⅲ -03-2。
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習效果奠定基礎。
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